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論文内容の要旨

〔目的〕

近年内分泌細胞の出現はカルチノイド 異所性 ACTH産生卵巣癌など種々の婦人科腫壌で認められて

いる。本研究においては，卵巣上皮J性腫蕩について，内分泌系細胞の形態的同定法のーっとしての Grime

lius染色を用いて銀好性細胞の有無を検討し陽性腫蕩群についてはさらに免疫組織化学的に種々の内分

泌マーカーや消化器関連抗原との関連を検討し，これら瞳蕩の性格を明らかにする乙とを目的としている。

〔方法ならびに成績〕

対象は卵巣上皮性腫虜とし，ホルマリン固定パラフィン包埋切片について，ヘマトキシリン・エオジン

C H . E )染色の他1<= ， Grimelius 染色を施し，まず銀好性細胞の出現を検索した。さらに隣接切片につ

いて PAS染色，アノレシアンプノレー染色，ナイ Jレブ、jレー染色を施した。銀好性細胞の認められたムチン性

腫蕩の良性群，中間群，悪性群および類内膜癌については，内分泌マーカーおよび、消化器関連抗原との関

連を免疫組織化学的に検討した。内分泌マーカーとしてはクロモグラニン，セロトニン，ぺプタイドホル

モン，消化器関連抗原としては胃粘液抗原 Cgastric mucus antigen; GMA)，腸杯細胞枯液抗原

C intestinal muc us antigen: 1 MA ~大腸ー卵巣腫蕩抗原 Ccolon-ovariantumor antigen; 

COTA )，大腸特異抗原 Ccolon specific antigen; CS A) ，棒癌関連抗原 Cpancreatic cancer 

associated antigen: PCAA)，捧分泌性トリプシン・インヒピター Cpanc re atic sec ret or y 

trypsin inhibitor ; PSTI)，癌胎児抗原 Ccarcinoembryoni c antigen; CEA) について，ポ

リクローナル抗体については PAP法，モノクロ一ナノレ抗体については ABCì法を施行した。なお各種抗

体の入手については， GMA , 1 MA , PCAA , PSTI , CEA は第 2外科森武貞教授より提供を受け，
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クロモグラニンはアメリカ Immuno Nuclear 社，ニューロエンドクリンはアメリカ Enzo-Bioc hemi 

cal 社，セロトニンはイギリス Sera-Lab 社，ソマトスタチン，グノレカゴンはスウェーデン Milab 社，

ガストリン， ACTH，カルシトニン，ニューロフィジンはアメリカ DAKO 社，エンケファリン， VIPは

ベルギー UCB 社， COTA , CSA はアメリカSumma-Me dic al 社よりそれぞれ求めた。

1. 光顕的所見

ムチン性腫蕩 32例の H ・ E 染色標本では，子宮頚管腺型細胞は主として良性腫蕩iとみられるが，腸吸収

上皮様細胞や杯樹田胞は悪性化とともに増加する傾向を示した。卵巣類内膜腫蕩はすべて子宮内膜に類似

する類内膜癌であった。

Grimeli us 染色標本で銀好性細胞の認められたものは，ムチン性腫虜32例中15例(良性 2/1 1， 中間

9/12 ，悪性 4/9 )であった。銀好性細胞の存在は特に皮様嚢腫の存在と密接な関係はなく，中間群，悪

性群iζ多くの陽性所見が認められた。銀好性細胞の形態に関しては，少数・散在性で基底膜を底辺とする

三角形を呈し銀好性粒は基底側に存在し，消化管銀親和性細胞類似の細胞( 1 型細胞)であった。類

内膜癌においては 42 例中 19 例に銀好性細胞が認められ 4例にムチン性腫蕩同様の I 型細胞が認められ

たが， 14 例で、は細胞尖端部ないし全体に銀好性 粒を有する細胞( II型細胞)が見られ， 1 例では両者が

認められた。

2. 免疫組微学的所見

a. 内分泌マーカー

① クロモグラニンに対する 2 種の抗体(抗クロモグラニン抗体 抗ニューロエンドクリン抗体)を

用いた検索では，ムチン性腫蕩 11例は全例両者陽性 類内膜癌 18 例では I 型細胞を有する 5 例はすべて

両者陽性， II型細胞を有する 13例では ジアスターゼ処理lとより銀好性が消失した 7 例はすべて陰性であ

ったが，残る 6例中 4 例が抗クロモグラニン陽性， 5 例が抗ニューロエンドクリン陽性を示した口② セ

ロトニンの検討では，ムチン性腫蕩 15 例中 9 例(良性 4/5 ，中間 3/5 ，悪性 2/5) にその局在が証明さ

れ，類内膜癌では I 型銀好性細胞を有する 3例に少数の陽性細胞がみられたが， II型細胞を有するものは

すべて陰性であった。③ ペプタイドホルモンの検討では，ムチン性腫虜良性群では 1 例にソマトスタチ

ン， 2例にガストリン，中間群では 2例にソマトスタチンとガストリン， 1 例lζガストリン，悪性群では

1 例 iζ ソマトスタチンとガストリン， 1 例にガストリンとグルカコ。ン， 3例にガストリン，類内膜癌では

1 例 iζ ソマトスタチンがそれぞれ認められたが，他のぺプタイドホノレモンは検出されなかった。

b. 消化器関連抗原

① GMA， IMA の検討では，ムチン性腫蕩 18例ではGMAは，大多数の粘膜上皮に陽性所見がみ

られたが， IMA による検索では杯様細胞の一部に陽性所見を呈するのみであった。 類内膜癌では 6例中

4例で腫虜細胞尖端部R:GMA が散見されるのみであった。② COTA, CSA については，ムチン性腫

虜 35例中 26 例(良性 4/9，中間 9/11 ，悪性 13/15) ， 類内膜癌 14例中 12 例が陽性を示し，悪性度の

高いものほど陽性率が高い傾向がみられた。③ PCAA では，ムチン性腫蕩 19 例中 14 例(良性 4/6 ，

中間 5/6 ，悪性 5/7 )，類内膜癌 9例中 7 例と高率に証明された。④ PSTIではムチン性腫蕩30例中 17 例

(良性 4/5 ，中間 7/1 1，悪性 6/14 入類内膜癌 15 例中 2例 iとその局在が示され， 1 型銀好性細胞を有
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する腫蕩において PSTI が高率に認められた。⑤ CEA の検討ではムチン性腫蕩 18例中 16 例(良性

2/4 ，中間 8/8 ，悪性 6/6 )に陽性所見がみられた。悪性度の高いものほど陽性率は高い傾向にあった。

類内膜癌 47例においては 16例が陽性を示した。

〔総括〕

1. 卵巣ムチン性腫蕩における銀好性細胞は消化器銀親和細胞に類似する I 型細胞を示し，乙れら I 型細

胞にセロトニン，ぺプタイドホノレモンの局在を証明し 乙の細胞の内分泌性格を明確にした。

2. 卵巣類内膜癌においては I 型細胞の他H:::，細胞尖端部ないし全体に銀好性粒を有する E型細胞が多

く存在する乙とを発見し，これら E型細胞にクロモグラニンの局在を証明する.乙とにより， 1I型細胞にお

いても内分泌性格を有する事を明確にした。

3. 卵巣ムチン性腫蕩において， GMA , 1 MA , PS TI , CEA などの消化器関連抗原が腸吸収上皮様細

胞や杯細胞様腫蕩細胞に陽性傾向を示すという結果は，銀好性細胞が悪性化とともに多く出現するという

事実とあわせて，卵巣ムチン性腫壌の粘液性格の変化あるいは悪性化杭腸上皮化生を通じて起乙るとい

う説を裏付けるものであった。

論文審査の結果の要旨

本研究においては卵巣上皮J性腫療について，内分泌采細胞の形態的同定法の 1 っとしての Grimelius染

色を用いてまず銀好性細胞の有無を検討し さらに陽性腫虜群については 免疫組織化学的に種々の内分

泌マーカーや消化器関連抗原との関連を検討している。

結果として卵巣上皮性腫蕩における 2 種の銀好性細胞の存在を示し その内分泌性格を明確にした。

特に卵巣類内膜癌における E型細胞の存在を初めて明らかにした。また卵巣ムチン性腫虜において消化器

関連抗原との関係から，粘液性格の変化，あるいは悪性化が腸上皮化生を通じてお乙る乙とを裏付けた。

以上の結果より，乙の論文は学位論文に値するものと考える。
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